
◎表紙◎表紙
北京五輪で小林陵侑選手が金メダルを獲得北京五輪で小林陵侑選手が金メダルを獲得（関連２、3㌻）（関連２、3㌻）

◎主な内容◎主な内容
成人式、22歳のつどいを開催成人式、22歳のつどいを開催（関連4～7㌻）（関連4～7㌻）

受けよう健診（検診）守ろう健康受けよう健診（検診）守ろう健康（関連８㌻）（関連８㌻）

インターハイフォトスナップインターハイフォトスナップ（関連 21㌻）（関連 21㌻）

（写真提供）時事通信フォト（写真提供）時事通信フォト

【SAJ令和4承認第00322号】【SAJ令和4承認第00322号】
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金
銀

銅 

永
井
秀
昭

永
井
秀
昭

小林陵侑

ジャンプ男子個人ラージヒルの最長不倒を打ち立てた小林陵侑選手の飛躍【SAJ令和4承認第00323号】複合個人ラージヒル後半の距離で意地の走りを見せる永井秀昭選手【SAJ令和4承認第00324号】複合個人ラージヒル後半の距離で意地の走りを見せる永井秀昭選手【SAJ令和4承認第00324号】

（写真提供）時事通信フォト（写真提供）時事通信フォト（写真提供）時事通信フォト

　
２
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
北
京

五
輪
が
開
か
れ
、
本
市
出
身
の
永

井
秀
昭
選
手
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複

合
に
、
小
林
潤
志
郎
、
小
林
陵
侑

選
手
が
ジ
ャ
ン
プ
に
、
土
屋
正
恵

選
手
が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
出

場
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、地

元
で
は
４
選
手
の
母
校
の
小
中
学

校
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た

ち
が
看
板
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ

ラ
ッ
グ
を
制
作
す
る
な
ど
、多
く
の

市
民
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

４
選
手
の
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。

【
大
会
結
果
】

●
内
の
数
字
は
順
位

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
個
人
▽
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル　
❶
小
林
陵
侑
㉗
小
林
潤
志
郎

▽
ラ
ー
ジ
ヒ
ル　
❷
小
林
陵
侑
㉔

小
林
潤
志
郎　

▼
混
合
団
体
▽

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル　
❹
日
本（
高
梨
沙

羅
、
佐
藤
幸
椰
、
伊
藤
有
希
、
小
林

陵
侑
）　
▼
男
子
団
体
▽
ラ
ー
ジ
ヒ

ル　
❺
日
本（
佐
藤
幸
椰
、
中
村
直

幹
、
小
林
潤
志
郎
、
小
林
陵
侑
）

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
▼
個
人
▽

ラ
ー
ジ
ヒ
ル　
㉛
永
井
秀
昭
▼
団

体
▽
ラ
ー
ジ
ヒ
ル　
❸
日
本（
渡
部

善
斗
、
永
井
秀
昭
、
渡
部
暁
斗
、
山

本
涼
太
）

◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
▼
個
人
▽
女

子
距
離
複
合（
15
㌔
）　
㉟
土
屋
正

恵
▽
ク
ラ
シ
カ
ル（
10
㌔
）　
㊻
土

屋
正
恵
▽
フ
リ
ー（
30
㌔
）　
㊱
土

屋
正
恵　
▼
団
体
▽
リ
レ
ー（
４
人

×
5
㌔
）　
⓫
日
本（
石
田
正
子
、土

屋
正
恵
、
小
林
千
佳
、
児
玉
美
希
）

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
グ
は
市
役
所
結
ひ
ろ
ば
で
展
示
中（
3
月
21
日
ま
で
）

土屋正恵・小林潤志郎も奮闘

ジャンプ男子個人ラージヒルの小林潤志郎選手の飛躍
【SAJ令和4承認第00325号】

力を振り絞り懸命に前の選手を追う土屋正恵選手　
【SAJ令和4承認第00326号】

（写真提供）時事通信フォト （写真提供）時事通信フォト
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成
人
の
抱
負

成
人
を
迎
え
た
市
内
４
校
の
卒

業
生
に
家
族
へ
の
思
い
や
こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

７

令和３年度令和３年度八幡平市成人式八幡平市成人式

人生の節目人生の節目

１

２

3

4

５

市
成
人
式
は
１
月
９
日
、
市
総
合
運
動
公

園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
3
年

度
の
対
象
者
は
２
１
８
人
で
、
う
ち
１
０
１

人
が
出
席
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
に

身
を
包
み
、
再
会
し
た
旧
友
ら
と
新
た
な
門

出
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
佐
々
木
孝
弘
市
長
が「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
加
速
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
文
化
を
有
効
的
に
活
用
し
つ
つ
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
共
感
を
大
切
に

し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」と

期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
新
成

人
を
代
表
し
、
長
内
龍り

ゅ
う

さ
ん
＝
西
根
第
一
中

卒
＝
が「
家
族
や
友
人
、
周
囲
の
人
た
ち
に

感
謝
し
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
・
責
任
感
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

晴れやかに晴れやかに

６

1看板の前で記念撮影/2受け付けを手伝ってくれた新成
人/3誓いの言葉を力強く述べる長内さん/4誓いの言
葉に耳を傾ける新成人/5佐々木市長の式辞を真剣に聞く
新成人/6記念撮影スポットなどで旧友たちと撮影を楽し
む/7学生時代を振り返りながら再会に会話を楽しむ
※集合写真の提供はフォトスタジオパル

工藤　美
み す ず

寿々
　　　　　翠

すい

橋本　千
か ず き

輝

家族へ一言
わがままばかりで苦労掛けたと思う。
これからは恩返しします。
抱 負
優しい人間になりたいです！

家族へ一言
母子家庭で大変だったと思う。本当に感
謝しています。
抱 負
家族みんなで頑張ります！

家族へ一言
学校に通わせてくれてありがとう。
抱 負
少しでも親孝行できるように仕事を頑
張ります！

畠山　剛
つ よ し

志

家族へ一言
手の掛かる子だったと思うけど、今まで
育ててくれてありがとう。
抱 負
幸せになります！

西根中１組・２組西根中１組・２組西根中3組西根中3組

西根第一中西根第一中

安代中安代中

松尾中松尾中

西根第一中卒

西根中卒

安代中卒

内田　結
ゆ い

衣
松尾中卒

0405 No.321 ◎2022．3.3



22歳の思い参加者に聞きました

　式に参加できる人が少
なかったが、参加してよ
かった。今後はスキー競
技を引退してじっくり自
分を見つめ直し、どのよ
うに社会に関わっていく
かを考えていきたい。

安 代 中 卒
　　　種市　葵

あおい
松 尾 中 卒
　　　森　鷲

しゅうた

太

　形を変えてではあった
が、みんなと集まること
ができてよかった。これ
からは人とのつながりを
大切にし、どんな形でも
いいので人の役に立つ仕
事に就きたい。

人の役に立ちたい 自分を見つめ直す
　久しぶりに友達と再
会できて良かった。本年
は、仕事でスキルアップ
することを目標として
いる。コロナなど健康状
態にも気を使いながら
楽しみたい。

西根第一中卒
　津志田　恵

え み な

美奈
西 根 中 卒
　　渡邊　涼

りょうが

雅

　延期が続き中止になる
かと心配していたが開催
でき、旧友と再会できて
よかった。これからは大
人として、責任感を持っ
て仕事に取り組んでいき
たい。

大人の自覚を持つ スキルに磨きを

西根中１組・２組西根中１組・２組西根第一中西根第一中

松尾中松尾中

安代中安代中

西根中3組西根中3組

１
年
越
し
の
開
催
に
笑
顔

　
　
　

22
歳
の
つ
ど
い

誓いに言葉を述べた田村さん

フォトリポート

設置された看板の前で撮影

久しぶりの再会に会話を楽しむ

同級生との撮影を楽しむ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
令
和
２
年

度
成
人
式
は
1
月
9
日
、
22
歳
の
つ
ど
い

と
し
て
市
総
合
運
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
2
年
度
に
成
人
を
迎
え
た

２
８
３
人
の
う
ち
78
人
が
出
席
。
待
ち
に

待
っ
た
晴
れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、佐
々
木
孝
弘
市
長
が「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
延

期
を
し
て
い
た
２
年
度
成
人
式
、
開
催
で

き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
市
の

未
来
を
担
う
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

が
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
、
田
村
堅け

ん
と人

さ

ん
＝
西
根
中
卒
＝
が「
１
年
半
の
長
い
時

間
を
経
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
市
で
多
く
の

仲
間
と
成
人
式
の
代
わ
り
と
な
る
式
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
私
た
ち
も
大
人
と
な
り

行
動
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
が
、
そ
の
責

任
が
人
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
日
、
こ
こ
に
集
う
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
方
々
の
協
力

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

1
年
半
遅
れ
の
成
人
式
に
出
席
し
た

皆
さ
ん
は
大
人
の
責
任
と
自
覚
を
新
た

に
、
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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種類 対象 検査内容

循
環
器
系
健
診
・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

❶特定健診 40歳～74歳の市国保加入者
※市国保加入者以外は保険者に確認 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、眼

底検査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査など
❷国保30代健診 30歳～39歳の市国保加入者

❸長寿健診 75歳以上 血圧、尿検査、血液検査など

❹肺がん検診 40歳以上
胸部レントゲン検査
※必要と判断された50歳以上の人は喀

かくたん
痰検査も

実施可

❺大腸がん検診 35歳以上 便潜血検査（専用の容器に2日分採便して提出す
る検査）

❻前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査
※前立腺疾患治療中の人は受けられません

❼骨粗しょう症予防検診 20、 25、 30、 35、 40、 45、 50、 55、 60、 65、
70歳の女性

かかとの骨密度検査
※骨粗しょう症治療中の人は受けられません

❽肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことがない人 血液検査

❾胃がん検診 40歳以上 胃部 X 線検査（バリウムを飲み、胃内部をX線で
撮影）

❿子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

⓫乳がん検診 40歳以上の偶数年齢に該当する女性 マンモグラフィー（乳房X線検査）

▶特定健診、国保30代健診は令和5年3月31日時点の年齢、長寿健診は
健診受診日の年齢、がん検診などは４年４月1日時点の年齢です。
▶大腸がん検診を受ける際には、次の配布場所から専用容器を事前

に受け取り、採便をして、検診日に持参してください。
《配布場所》健康福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所、各コミ
ュニティセンター（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

■ 健診（検診）は、循環器系健診・肺がん検診・大腸がん検診、胃がん検診、婦人科単独の
子宮頸がん検診、乳がん検診に区分されます。対象や検査内容は下表の通りです。

受けよう健診（検診）守ろう健康
自覚症状なく潜在する病気・リスクの早期発見や健康管理に役立つ各種健診（検診）を４月から行います。
年に1回の健診（検診）に少しだけ時間を割いて、自身の健康と向き合いましょう。
■問い合わせ先
▶特定健診・国保30代健診・長寿健診…市民課国保年金係（☎・内線１075）
▶がん検診・その他の検査…健康福祉課健康推進係（☎・内線１１90）

■
健
診（
検
診
）受
診
に
必
要
な
物

❶
健
康
保
険
証

❷
健
康
診
断
受
診
票
、
が
ん
検
診
受
検
票

❸
自
己
負
担
金（
70
歳
以
上
の
人
、
令
和

３
年
度
住
民
税
非
課
税
の
人
は
無
料
）

❹
大
腸
が
ん
検
診
の
専
用
容
器（
受
診
者

の
み
）

※
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

以
外
の
保
険
の
人
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
診
票
・
受
検
票
は
３
月
中
旬
に
送
付

　

３
月
中
旬
に
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
対
象
者
が
い
る
世
帯
に「
受
診
票
・
受

検
票
」を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
鉛

筆
で
記
入
し
、
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
程
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
健
診（
検
診
）日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
広
報
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

令和４年度

健診（検診）の内容

◎（
公
財
）全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ｂ
級
公
認
ガ
リ
ウ
ム

カ
ッ
プ
第
33
回
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
1

月
５
・
６
日
、
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
小
学
校
３
㌔　
❹

工
藤
颯そ
う
ま真（

松
尾
SS
）▽
小
学
校
リ
レ
ー（
３
人
×
１
・

２
㌔
）　
❸
田
山
SS（
佐
藤
寛ひ
ろ
や也
、安
保
和や
ま
と、成
田
元げ
ん
き気
）

▼
フ
リ
ー
▽
中
学
校
５
㌔　
❸
小
山
田
飛と

わ琶（
安
代
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
中
学
校
３
㌔　
❷

小
山
田
凛り
ん
か花（
安
代
）

▼
フ
リ
ー
▽
中
学
校
３
㌔　
❻
小
山
田
凛
花

◎
第
71
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
８~

10
日
、

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
回
転　
❷
藤
田
遥は
る
と翔（

松
尾
）

❸
伊
藤
輝ひ
か
る（

松
尾
）❻
石
川
岳が
く（

松
尾
）

▼
大
回
転　
❷
石
川
岳
❸
中
軽
米
拓た
く
と人（
松
尾
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
５
㌔　
❹
小
山
田
飛
琶

▼
フ
リ
ー
▽
５
㌔　
❻
小
山
田
飛
琶

▼
リ
レ
ー（
４
人
×
５
㌔
）　
❹
安
代（
齊
藤
巧こ
う
き輝
、小

山
田
飛
琶
、
佐
藤
純じ
ゅ
ん
や也

、
関
基も
と
ひ
ろ博

）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
山
本
宇そ

ら宙（
安
代
）❷
工
藤
琉る

か翔

（
安
代
）❸
伊
藤
稜り
ょ
う
が

牙（
松
尾
）

◇
複
合　
❶
工
藤
琉
翔
❷
山
本
宇
宙
❸
伊
藤
稜
牙

◇
学
校
対
抗　
❷
安
代
❸
松
尾

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
回
転　
❸
藤
田
梨り

な愛（
松
尾
）

❹
阿
部
美み

り

あ
莉
亜（
松
尾
）

▼
大
回
転　
❷
阿
部
美
莉
亜
❺
藤
田
梨
愛

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
３
㌔　
❷
小
山
田
凛
花
❸

関
香か

り

な
里
奈（
安
代
）❻
川
又
倫り
ん（

安
代
）

▼
フ
リ
ー
▽
３
㌔　
❷
小
山
田
凛
花
❹
川
又
倫
❺
関

香
里
奈
❻
岩
渕
七な
な
み海（
松
尾
）

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
３
㌔
）　
❶
安
代（
関
香
里
奈
、川

又
倫
、
小
山
田
凛
花
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❷
工
藤
柚ゆ
ず
か佳（
西
根
）

◇
学
校
対
抗　
❶
安
代
❷
松
尾

◎
第
71
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
8
~
10

日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　
❸
山
下
希き
ふ
う風（

平
舘
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
伊
藤
煌こ
う
が牙（

盛
岡
中
央
、松
尾
中
卒
）

◇
複
合　
❶
伊
藤
煌
牙

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
回
転　
❶
工
藤
瑞み
ず
ほ歩（

平
舘
）

▼
大
回
転　
❶
工
藤
瑞
歩

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
５
㌔　
❷
山
本
千ち
づ
る鶴（
盛

岡
農
、
松
尾
中
卒
）

▼
フ
リ
ー
▽
５
㌔　
❶
山
本
千
鶴

◎
第
3
回
県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

（
1
月
８~

10
日
、田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
低
学
年
１・２
㌔　

❸
舘
柳
龍り
ょ
う
せ
い生（

松
尾
SS
）❹
和
山
蒼そ
う
じ
ろ
う

次
郎（
田
山
SS
）

❺
伊
藤
悠ゆ
う
が牙（
松
尾
SS
）❻
佐
藤
翔か
け
る大（
安
代
SS
）▽
高

学
年
３
㌔　
❶
工
藤
颯
真
❹
安
保
和
❺
佐
藤
寛
也

▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１・２
㌔　
❻
舘
柳
龍
生
▽
高

学
年
３
㌔　
❹
工
藤
颯
真
❺
佐
藤
寛
也

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
１・２
㌔
）　
❷
田
山
SS（
佐
藤
寛

也
、
成
田
元
気
、
安
保
和
）
❹
松
尾
SS（
工
藤
真ま
さ
き樹

、

工
藤
颯
真
、
米
倉
恵え

み

こ
美
子
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
低
学
年
１・２
㌔　
　

❸
岩
渕
六り
っ
か花（
松
尾
SS
）❻
安
保
麗れ
の
ん音（
田
山
SS
）▽
高

学
年
３
㌔　
❷
小
山
田
凛り
の
ん音（
安
代
SS
）❸
佐
藤
心こ
こ
な花

（
安
代
SS
）❸
畠
山
嘉か

り

な
莉
来（
田
山
SS
）

▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１・２
㌔　
❷
安
保
麗
音
❸
岩

渕
六
花
▽
高
学
年
３
㌔　
❸
畠
山
嘉
莉
来
❹
小
山
田

凛
音

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
１・２
㌔
）　
❸
田
山
SS（
阿
部

藍あ
い
り凛

、
安
保
麗
音
、
畠
山
嘉
莉
来
）❹
安
代
SS（
小
山

田
凛り
こ心

、
佐
藤
心
花
、
小
山
田
凛
音
）

◎
第
６2
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目

（
1
月
８~

10
日
、矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　
※
入
賞
は
６

位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　
❷
永
井
健た
け
ひ
ろ弘（
盛
岡
市
役
所
、

田
山
中
卒
）❸
永
井
陽よ
う
い
ち一（

市
ス
キ
ー
連
盟
）
❹
森

鷲し
ゅ
う
た太（
専
修
大
、
松
尾
中
卒
）❺
伊
藤
煌
牙

◇
複
合　
❶
永
井
陽
一
❸
森
鷲
太
❹
伊
藤
煌
牙

◎
第
74
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
・
国
体
少

年
組
選
手
選
考
会（
1
月
15
・
16
日
、
安
比
高
原
ス

キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
成
年
Ｂ　
❷
小
舟

勝か
つ
み巳（

荒
沢
運
送
）❸
高
橋
翔し
ょ
う
た大（

岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
）

▽
成
年
Ｃ　
❷
小
田
島
敦あ
つ
し（

松
尾
ス
キ
ー
協
会
）▽
成

年
Ｇ　
❶
田
村
幸ゆ
き
お男（
松
尾
ス
キ
ー
協
会
）❷
伊
藤
浩ひ
ろ
し

（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
K　
❸
阿
部
和か
ず
お雄（

下

倉
ス
キ
ー
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｃ
５
㌔　
❶
八
幡

和か
ず
き樹（

山
金
組
）▽
成
年
Ｉ
５
㌔　
❷
畠
山
庄し
ょ
う
ご
ろ
う

五
郎

（
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
）▽
成
年
Ｋ
３
㌔　
❶
工
藤
英ひ
で
お雄

（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

▼
リ
レ
ー（
４
人
×
３
㌔
）▽
成
年　

❶
八
幡
平
市

（
八
幡
和
樹
、
川
又
講こ
う
へ
い平

、
永
井
陽
一
、
森
鷲
太
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　
❶
山
本
宇
宙
❷
工
藤
琉
翔
❸

伊
藤
煌
牙
▽
成
年
Ａ　

❷
工
藤
颯そ
う
や悠（

ケ
ア
リ
ッ

ツ
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）❸
森
鷲
太
▽
成
年
Ｂ　

❶
永
井
健
弘
❷
永
井
陽
一

◇
複
合
▽
少
年　
❶
工
藤
琉
翔
❷
伊
藤
煌
牙
❸
山
本

宇
宙
▽
成
年
Ａ　
❷
森
鷲
太
❸
工
藤
颯
悠
▽
成
年
Ｂ　

❶
永
井
陽
一
❸
永
井
健
弘

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
少
年　
❷
工
藤
瑞

歩
▽
成
年
Ｄ　
❸
千
田
亜つ
ぐ
み美（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
少
年
５
㌔　
❷
山
本
千
鶴

◎（
一
社
）日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
盟
公
認
第
31
回
東

日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会（
１
月
22
・
23
日
、

田
山
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）
※
入
賞
は
３
位
ま
で

▽
７・
５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　
❶
工
藤
輝て
る
き樹（

県
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

◎
第
59
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
2
月
1
~
４

日
、
長
野
県
・
野
沢
温
泉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）
※
入

賞
は
10
位
ま
で

【
男
子
】◇
複
合　
❸
工
藤
琉
翔

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
４
人
×
３
㌔
）　
❼
岩
手

（
小
山
田
凛
花
、
川
又
倫
ほ
か
）

◎
第
71
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
2
月
７
~

10
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）
※
入
賞
は
10
位
ま
で

【
男
子
】◇
複
合　
❺
成
田
健
太（
秋
田
県
花
輪
、安
代

中
卒
）

◎
第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
2
月
18
~
20
日
、
秋
田
県
・
花
輪
ス
キ
ー
場
）※
入

賞
は
８
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｃ
５
㌔　

❻
八
幡
和
樹

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
成
年
Ｂ　
❼
永
井
健
弘

◇
複
合
▽
少
年　
❸
成
田
健
太
▽
成
年
Ｂ　
❼
永
井

健
弘
❽
永
井
陽
一

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
４
人
×
５
㌔
）　
❻
岩
手

（
山
本
千
鶴
ほ
か
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
に

な
っ
た
大
会

◎
第
15
回
北
東
北
学
童
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
2
月
11
日
、

田
山
ス
キ
ー
場
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
30
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
兼
第
27
回
安
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代

地
区
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
2
月
13
日
、
田
山
ス

キ
ー
場
ほ
か
）

ス
キ
ー
大
会
結
果

（
市
関
係
選
手
を
敬
称
略
で
掲
載
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）
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小
規
模
工
事
な
ど
を
希
望

す
る
登
録
業
者
を
募
集

　

市
は
、
４
・
５
年
度
中
に
発

注
す
る
小
規
模
工
事
や
修
繕
な

ど
に
つ
い
て
、
契
約
を
希
望
す

る
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
見
積
書
の
依
頼
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
要
件　
市
内
に
本
社
・
本

店
ま
た
は
住
所（
住
民
登
録
）が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と

❶
市
税
滞
納
者

❷
市
営
建
設
工
事
等
請
負
資
格
者

名
簿
登
載
者

■
登
録
で
き
る
業
種　
建
設
業

法
で
定
め
る
2９
業
種
の
う
ち
３

業
種
ま
で（
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
や
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
は
、
該
当
業
種
の
登

録
は
不
要
）　

※
一
括
下
請
け

（
丸
投
げ
）は
不
可
。
自
ら
履
行

可
能
な
業
種
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

■
提
出
書
類　

❶
登
録
申
請
書

❷
市
税
の
納
税
証
明
書

❸
登
録
希
望
業
種
の
資
格
証
の

写
し

■
登
録
有
効
期
間　
６
年
３
月

31
日
㈰
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務

課
契
約
管
財
係
（
☎
・
内
線

１
２
３
６
、１
２
４
２
）

　
市
は
、通
学
に
係
る
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、学
生
の

通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄
道
）、

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱
、岩
手

県
交
通
㈱
、
岩
手
県
北
自
動
車
㈱
、

秋
北
バ
ス
㈱
、Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
㈱
が

運
行
す
る
鉄
道
と
路
線
バ
ス

■
補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を

有
し
、市
内
に
居
住
し
て
い
る
学
生

（
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）

の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
へ

通
う
学
生
は
対
象
外

■
補
助
額　
通
学
定
期
券
購
入
費

の
１
０
０
分
の
10
の
金
額（
10
円
未

満
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法　
定
期
券
販
売
窓
口

で
、
有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て
申

請
書
を
提
示
し
、購
入
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。証
明
を
受
け
た
申
請

書
は
、期
限
内
に
申
請
先
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

学
生
の
通
学
定
期
券

購
入
費
を
一
部
補
助

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
や
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
荒
屋
新

町
駅
、
大
更
駅
、
好
摩
駅
、
県
北

バ
ス
八
幡
平
営
業
所
で
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
3
年
度
分
の
申
請
期
限　

４
月

28
日
㈭

※
定
期
券
の
有
効
期
間
が
３
月
31

日
㈭
ま
で
の
場
合
、申
請
期
限
を
過

ぎ
る
と
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

■
申
請・問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総

務
課
総
務
係（
☎・内
線
１
３
６
４
）

ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

水
道
使
用
開
始
の
手
続
き

余
裕
も
っ
て
申
し
込
み
を

　
３
月
か
ら
５
月
は
水
道
使
用
開

始
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
希
望

日
で
の
対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
道
使
用
開
始
の

手
続
き
は
、
使
い
始
め
る
日
の
３

日
前（
土
日
祝
日
除
く
）ま
で
に
必

ず
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
手
続
き
の
内
容

■
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
方
法　
上
下
水
道
課
窓
口
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み

■
提
出
物　
給
水
契
約
申
込
書

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
同
課

か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

電
話
申
し
込
み
の
場
合
は
、
後
日

郵
送
な
ど
の
方
法
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

経
理
係（
☎
・
内
線
１
２
７
４
）

Ｐ
a
ｙ
Ｐ
a
ｙ
で
各
種

料
金
の
納
付
が
可
能
に

　
４
月
か
ら
市
税
や
各
種
料
金
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
Ｐ
ａ
ｙ

広
報
は
ち
ま
ん
た
い
２
月
３
日
号（
№
３
２
０
）の
7
㌻「
令
和
３

年
度
歯
科
保
健
表
彰
者
を
紹
介
」の
記
事
で
、
８
０
２
0
運
動
達

成
者
の
名
前
を「
荒
川
正
」さ
ん
と
記
載
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は

「
荒
井
正
」さ
ん
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

Ｐ
ａ
ｙ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

■
対
象　
固
定
資
産
税
、
市
県
民

税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、軽
自
動
車
税
、児

童
福
祉
費
負
担
金
、
住
宅
使
用
料
、

上
下
水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費

■
注
意
事
項　
次
の
納
付
書
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

❶
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

❷
バ
ー
コ
ー
ド
情
報
が
印
字
さ
れ

て
い
な
い

❸
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る

❹
破
損
な
ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
情
報

が
読
み
取
れ
な
い

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課

行
政
経
営
係
（
☎
・
内
線

１
２
０
７
）ま
た
は
各
種
料
金
取

り
扱
い
担
当
課
ま
で

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎

年
４
月
1
日
現
在
で
所
有
ま
た
は

使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
車
両
を
処
分
、
譲
渡
し
て
い

て
も
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

き
を
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
行
わ
な

い
と
４
年
度
の
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市

民
税
係（
☎
・
内
線
１
１
３
４
）

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
も

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
ま
す

　

２
月
1９
日
か
ら
県
北
バ
ス
で

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
i
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」の

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

西
根
・
松
尾
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
i
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ａ
、
S

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
な

ど
の
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

が
使
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）ま
た
は
県
北
バ

ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン（
☎
・

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かかりつ
け医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜間・休
日で相談先に困る場合は、受診・相談セ
ンターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に電話
相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 01９-651-
3175）
▶一般相談窓口（☎ 01９-62９-6085）

　

市
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
が

多
く
な
る
年
度
末
・
年
度
初
め

に
合
わ
せ
、
休
日
臨
時
開
庁
を

行
い
ま
す
。

■
開
庁
日
時　
３
月
27
日
㈰
・
４

月
3
日
㈰
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
た
人

の
み
）

■
開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市

民
課（
西
根・安
代
各
総
合
支
所
は

開
庁
し
ま
せ
ん
）

※
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
要
予

約
）　
西
根・安
代
各
総
合
支
所
が

交
付
場
所
に
な
っ
て
い
る
人
も
、

本
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。
カ
ー
ド

の
移
動
が
必
要
と
な
る
た
め
、

前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
予
約
は
各
総
合
支
所
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

年
度
末
・
初
め
の
休
日

市
役
所
を
臨
時
で
開
庁

■
取
り
扱
い
業
務
内
容（
問
い
合

わ
せ
先
）　
次
の
通
り

◎
市
民
課
戸
籍
住
民
係（
☎・内
線

１
０
６
１
）

❶
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
る
住
民

異
動
届
の
受
け
付
け

❷
戸
籍
謄
抄
本
、住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付

❸
印
鑑
登
録
や
登
録
廃
止
の
手

続
き

❹
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
、
電
子
証
明
書
の
更
新

❺
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
予
約
し
た
人
の
み
）

◎
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎・内
線

１
０
７
２
）

❶
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
手
続
き

❷
国
民
年
金
の
異
動
届
受
け
付
け

❸
医
療
費
助
成
の
各
種
手
続
き

０
１
９・６
４
１・１
２
１
２
）

一
部
税
証
明
を
市
民
課
で

取
得
可
能
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
市
民
課
の
窓
口
で
、

所
得
証
明
や
納
税
証
明
、
資
産
証

明
な
ど
一
部
の
税
証
明
の
取
得
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民

税
係（
内
線
・
１
１
３
５
）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

3月18日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）4月15日㈮
10：00～15：00

年金相談（要予約） 4月14日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1063 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）
病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）か
ら受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、症状が重い子どもの治療
に支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診し
ましょう。
※新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２・4木曜日　　　午前中
血液内科 第3水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第3木曜日　　　　　10：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２・4木曜日　　　午前中
※八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次
回から予約受診になります。
※診療日は祝日などにより前後の週に変更する場合があります。事前に電話で確認し
てください。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
3
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
3
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） 大里医院（☎22-1251）
東八幡平病院（☎78-2511） 本田医院（☎35-3002）
森整形外科（☎76-2318） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
すみれ薬局（☎78-8075） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
さいとう薬局（☎72-2130） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
あさひ薬局（☎75-2227） 日本調剤薬局（☎30-1193）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311）
白樺薬局（☎74-3363）
大更調剤薬局（☎70-1320）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
３月14日〜４月17日

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康
相 談・ 離 乳 食 教 室【 受 付 】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）
■松尾コミセン＝輝楽大学

「閉講式」　10：00～11：20

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■ 図 書 館 ＝本のクリニック　
10：00～15：00
■田頭コミセン＝冬の映画会　
13：30～15：30

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■大更コミセン＝市民講座「自
主防災組織の必要性を学ぶ」　
13：30～15：00

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月
定例会・委員長報告ほか（予
定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■春分の日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■博物館休館日
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙教室」　10：00～12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■大更コミセン＝映画上映会
「映画三昧の日」　10：00～16：40

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　11：00～
16：00（安代総合支所）

■図書館休館日
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　9：30～
16：00（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■図書館休館日（図書整理日）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14：50（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10:30、
13：30～14:30（市役所多目的
ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10:30、
13：30～14:30（市役所多目的
ホール棟）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■寺田コミセン＝柔道教室
開講式　18：30～21：00（寺田
柔剣道場）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）

■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10:30、
13：30～14:30（大更コミセン）

■商工観光課＝八幡平アス
ピーテライン開通式　9：20
開始（松尾八幡平ビジターセ
ンター）
■健康福祉課＝子宮頸がん
検診【受付】　9：30～10:30（大
更コミセン）、13：30～14:30

（田頭コミセン）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　12：30～13：00

（松尾コミセン )

■市役所閉庁日
■本庁市民課窓口休日臨時
開庁　8：30~17：15 ※マイナ
ンバーカードの交付受付は
9：00~16：00【関連10㌻】

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局、あさ
ひ薬局西根中学校前店・（鹿
角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日
■本庁市民課窓口休日臨時
開庁　8：30~17：15 ※マイナ
ンバーカードの交付受付は
9：00~16：00【関連10㌻】

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（ 市 内 ）柏 台 薬 局・（ 鹿 角 ）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11：00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休
日臨時開庁　9：00~12：00（市
民課）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）白樺薬局・（鹿角）日本
調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）大更調剤薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

19	 20	

27	

2	 3	28	

4	

3/14	 15	 16	 18	

21	 23	 24	 25	

29	 30	 31	 4/1	

5	 6	 7	 8	 9	 10	

22	

17	

11	 12	 13	 14	 15	 16	 17

26	

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局、さいとう
薬局・（鹿角）黒沢薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

火災の発生しやすい季節 
火の取り扱いなどに注意

　3月1日㈫から７日㈪まで「お
うち時間　家族で点検　火の始
末」を統一標語に、春の全国火災予
防運動を行っています。火災の発
生しやすい季節となりますので、
火の取り扱いや後始末に十分注意
して火災予防に努めましょう。
　住宅用火災警報器の電池寿命は
10年です。自宅に設置している警
報器の定期点検をしましょう。
■問い合わせ先　八幡平消防署

（☎76-211９）、松尾出張所（☎74-
211９）、 安代出張所（☎72-211９） 

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を行います。
■職種　❶総合職（院卒者・大卒
程度）❷一般職（大卒程度）
■第１次試験日　❶４月24日㈰
❷６月12日㈰
■申込期間　3月18日㈮午前9
時から４月４日㈪まで
■申し込み方法　「国家公務員試
験採用情報NAVI」からインター
ネット申し込み
■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしている
がなかなか決まらない、転職を考
えているなど、就職に関する相談
会を開きます。参加は無料です。
■日時　3月31日㈭❶午後1時半
から❷2時半から　※1人（組）当
たり50分程度、家族の相談も可能
■場所　大更コミュニティセンター
■予約期限　3月2９日㈫午後5時

年金の手続き忘れずに 
退職時は免除制度あり

　20歳以上60歳未満の人は、国民
年金への加入が法律で義務付けら
れています。勤務先を退職（失業）
したときは、厚生年金保険から国
民年金に変更する届け出が必要で
す。市民課国保年金係または西
根・安代各総合支所、田山支所か
近くの年金事務所で速やかに手続
きしてください。
　保険料の納付期限は翌月末です
が、納めることが困難な場合は免
除制度があります。退職（失業）し
たときは、失業特例が適用されま
すので相談してください。
■問い合わせ先　ねんきん加入
者ダイヤル（☎0570－003－004）、盛
岡年金事務所国民年金課（☎01９－
623－6211）

働きながら教育訓練 
予備自衛官補を募集

　自衛隊では、予備自衛官補を募
集しています。
■種目　❶予備自衛官補（一般）❷
予備自衛官補（技能）
■試験日　４月11日㈪から17日㈰
までのいずれか1日を指定します。
■申し込み資格　❶18歳以上34歳
未満の人❷18歳以上で国家免許資
格などを有する人（資格により年
齢上限は53歳未満から55歳未満）
■申込期限　４月８日㈮
■教育訓練開始時期　７月以降
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎01９-
641-51９1）

認知症で悩んでいる事 
じっくり相談できます

　（公財）いきいき岩手支援財団県
高齢者総合支援センターでは「い
わて認知症電話相談」を開設し、認
知症の人やその家族を対象に、認
知症介護経験のあるスタッフが相
談に応じます。相談は無料です。
■日時　平日（祝日、年末年始を除
く）午前9時から午後5時まで
■相談の電話番号　0120-300-340

■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎01９-625-8460） 家畜を所有している人は 

定期の報告を忘れずに！
　家畜を所有している人は、家畜
伝染病予防法に基づき、毎年飼養
状況を報告する義務があります。
■家畜の種類と報告期限　▶牛、
鹿、綿羊、ヤギ、豚、イノシシ、
馬＝４月15日㈮▶鶏、アヒル、ウ
ズラ、キジ、ダチョウ、ホロホロ
チョウ、七面鳥＝６月15日㈬
■報告様式　家畜保健衛生所から
配布された様式または同所窓口に
設置されている様式
■報告内容　❶2月1日時点の
飼養状況❷畜舎の平面図などの添
付書類（前年と変更がなければ省
略可能）
■提出先（方法）　▶家畜保健衛生
所（郵送、持参またはファクス）▶
市農林課畜産係または農協の畜産
担当窓口（持参）
■問い合わせ先　県中央家畜保健
衛生所（☎01９-688-4111、ファク
ス01９-688-4012）

（１月届け出分）

■人口の動き【１月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,832（－28） 6,306（－15）
松 尾 5,432（－6） 2,455（＋7）
安 代 3,976（－13） 1,767（－４）
合 計 24,240（－47） 10,528（－12）
男 性 11,663（－18）
女 性 12,577（－29）

出生 8 死亡 48
転入 26 転出 33

項 目 1月
人身事故 2（0）
物損事故 42（38）
負 傷 者 6（0）
死 者 0（0）
飲酒運転 0（0）
火 災 1（2）
救 急 109（126）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1084

表❶　一時保育をしている市内の保育施設
区分 施設名 対象児童 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松尾保育所 68-7773
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 満１歳から 76-3236
杉の子こども園

生後８週から

76-3345
大更こども園 76-3526
平舘こども園 74-2025
あしろこども園 72-2431
森の子保育園 70-1880
畑保育園 72-5511

ままいろはうす 生後８週から
２歳まで

090-3368
-4810

※公立保育所は4月１日現在の年齢です。

表❷　公立保育所の利用料（日額）
現住所 ２歳児 3歳児 ４・５歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融機
　関で支払ってください。

保育施設に入っていない児童も保育施設に入っていない児童も
一時的に預かります一時的に預かります

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

子育てＮＥＷＳ

　保育が困難になったときや育児に伴う負担を減ら
したいときは、市内の保育施設（保育所、保育園、認
定こども園など）に入っていない児童でも一時的に
預かります。一時保育をしている市内の保育施設と
対象児童の年齢は表❶の通りです。
◆保育時間　公立保育所は午前８時半から午後４時
半まで
◆利用料　公立保育所は表❷の通り
※私立保育施設の保育時間と利用料は、施設によっ
て異なるので、各保育施設に問い合わせてください。
また、利用料以外に実費が必要な場合があります。
◆申請方法　利用する保育施設へ事前に申し込んで
ください（公立保育所は1週間前まで）。
※持ち物などは、各保育施設に問い合わせてください。
※利用人数や行事によって、預かることができない
場合があります。
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な
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。
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流
れ
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サプリメントの試飲会

毎月発行の染田会報 
果敢に攻める山下選手

◆県内大会で力強い滑りを披露
　第71回県高等学校スキー大会は1月８日から
10日まで安比高原スキー場で開かれ、平高スキー
部からは、山下希風選手（1年）と工藤瑞歩選手

（2年）が出場しました。
　工藤選手はアルペン競技の回転と大回転で2
冠を達成し、インターハイのシード権を獲得。「高

校に入ってから精
神面が成長した。イ
ンターハイでは練
習の成果を発揮し
自分の滑りをした
い」と決意を語りま
した。山下選手も大

回転で3位となり今後の活躍を期待させる滑り
を披露しました。
◆地元開催のインターハイで健闘
　第71回全国高等学校スキー大会は2月７日か
ら10日まで11年ぶりに八幡平市を会場に開かれま
した。アルペン競技の大回転、回転に出場した工
藤選手は、県勢最高位となる23位、25位と健闘。
回転に出場した山下選手は42位という結果でし
た。卒業生の新田雅人さん（日体大）以来の入賞と

スキー部が地元開催の大会で躍動！

はならなかったものの、
日頃の成果を発揮したイ
ンターハイとなりまし
た。今後も全国上位を目
指しトレーニングに励む
平高スキー部から目が離
せません。安定感ある滑りを披露した工藤選手

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
学
校
説
明
会
で
、
先
輩
た
ち
が

仲
良
く
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た

姿
が
印
象
的
で
、
平
高
な
ら
自
分

も
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
る

と
思
い
、
入
学
し
ま
し
た
。

★
学
校
生
活
で
の
思
い
出

　
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
授

業
が
多
く
、
普
段
話
す
機
会
が
少

な
い
人
と
交
流
で
き
、
い
ろ
ん
な

考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

★
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
４
歳
か
ら
始
め
た
空
手
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
田
頭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
週
２

回
稽
古
に
励
ん
で
い
る
た
め
、
心

身
が
鍛
え
ら
れ
、
心
に
余
裕
が
で

き
穏
や
か
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
あ

り
、
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
て

い
ま
す
。

★
卒
業
後
の
自
分

　

岩
手
県
警
察
に
採
用
に
な
り

ま
し
た
。
地
域
住
民
に
慕
わ
れ

る
警
察
官
と
し
て
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

可
能
な
ら
、
地
元
の
八
幡
平
幹

部
交
番
に
勤
務
し
た
い
で
す
し
、

い
ず
れ
は
交
通
機
動
隊
に
な
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

幼少期から空手に取り組み大会で型を披露する
古川さん

古川 賛
たすく

さん
（普通科3年：松尾中出身）
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

松尾鉱山から角界へ

◆松尾鉱山出身の「ヤマっこ力士」
　単純明解なルールで勇壮さを競い合う相撲は松尾
鉱山でも人気が高く、山神祭の奉納相撲などで古く
から鉱山をにぎわせていました。時代は流れ、松尾
鉱山相撲部として活動するようになると明治神宮大
会や国民体育大会で県代表選手として出場するよう
になり、優秀な成績を収め続けて鉱山相撲部の名を
全国に広めました。その立役者の中には、大相撲の
力士となった大

た い か い

海竹
た け ろ う

郎関こと佐藤竹郎や花
はなひかり

光節
せ つ お

夫関
こと遠藤節夫がいました。
　遠藤節夫は、採鉱課に勤めていた遠藤富

と み す け

助の三男と
して昭和15年に松尾鉱山で生まれました。恵まれた体
格で松尾鉱山中、松尾鉱山高（定時制）と相撲部に所属。
県大会定時制の部優勝をきっかけに大相撲からスカ
ウトを受け、3年生で高校を中退し、33年5月に花

は な か ご

籠

部屋に入門して四股名を花光節夫としました。同年７
月には入門2カ月目にして名古屋場所を序の口で８
戦全勝優勝し、三段目として出場
した34年11月の九州場所を８戦
全勝優勝。40年9月の秋場所を
12勝3敗の好成績で十両優勝し、
新入幕を果たしました。
◆大金星も殊勲賞逃す
　43年5月の夏場所、西前頭三枚
目の花光関は取組三日目に横綱
の柏

か し わ ど

戸関をすくい投げで破る大
金星を挙げました。この場所を７
勝８敗と負け越してしまったため、惜しくも殊勲賞の
受賞は逃してしまったものの、45年9月の秋場所を最
後に引退するまでに通算75場所（幕内25場所）を務め、
左四つからの寄りという地味な相撲ながらも鉱山の人
たちはもとより、県民を大いに沸かせ続けました。

178㌢㍍、130㌔㌘。化粧
まわし姿の花光節夫関

◆令和3年度読書マラソンの結果
　昨年の７月1日から12月26日にかけて行った

「読書マラソン」の結果を発表します。
　今年度の参加者数は９0人で、貸出総数は９,748
冊。昨年度の参加人数71人、貸出総数8,751冊を大
きく上回りました。

部門（参加者数） 優勝者・貸出冊数

幼児読み聞かせの部（21）藤村結
ゆ い な

南ちゃん（下町二区）・457冊

児童１・２年の部（24） 藤村紗
さ な

南さん（下町二区）・553冊

児童3・4年の部（18） 古山彩
い ろ は

葉さん（松川）・206冊

児童５・６年の部（６） 中塚紗
さ よ い

良さん（両沼）・365冊

大人の部（21） 中塚紗
さ え

江さん（両沼）・346冊
遠藤佑

ゆうすけ

輔さん（五百森）・346冊

※読書マラソン結果の詳細は、図書館に掲示しています。

手・秋田から60の城を選び、図版を
交えて詳しく解説しています。本市
からは平舘城が登場します。
※『南東北編』も所蔵しています。
併せて読んでみてください。

◆新着ピックアップ
『続・東北の名城を歩く　北東北編』

編集／飯村 均・室野 秀文、出版社／吉川弘文館
　『東北の名城を歩く』（平成2９年出版）の続編。青森・岩

『解きたくなる数学』
著／佐藤 雅彦・大島 遼・廣瀬 隼也、出版社／岩崎書店
　NHK教育テレビの「ピタゴラス
イッチ」制作メンバーが作った23
問の数学問題集。数式が分からな
くても論理的思考で解くことがで
き、中学生から楽しめます。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

Vol.94

今
月
末
で
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
を
始
め
、早
い
も
の
で
３

年
が
経
ち
ま
し
た
。任
期
中
は
主

に
２
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
軸
に

活
動
し
ま
し
た
。

一
番
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
だ
の
は
、
東
京

２
０
２
０
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
リ
ン
ド

ウ
な
ど
を
通
じ
て
交
流
の
あ
る

ル
ワ
ン
ダ
選
手
団
の
ア
テ
ン
ド

兼
通
訳
と
し
て
参
加
し
、
選
手

今月の担当

吉田 力
ちから

 さん

Vol.63

た
ち
の
競
技
に
か

け
る
思
い
を
間
近

で
見
れ
た
の
は
思

い
出
に
な
り
ま
し

た
。
二
つ
目
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室「
ア
ク
セ
ル

キ
ャ
ン
プ
」を
中

心
に
英
会
話
教
室
や
サ
ー
ク
ル

の
立
ち
上
げ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
詳
細
は
３
月
23
日
に
市
役

所
で
開
か
れ
る
活
動
報
告
会
で

発
表
し
ま
す
の
で
、
参
加
し
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

退
任
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な

施
設「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
スｐ
ｒ
ｏ

ｕ
ｄ
」を
平
舘
に
開
設
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
軸
に

子
ど
も
た
ち
が「
市
で
育
っ
て
よ

か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。任
期

中
は
、多
く
の
人
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。今
後
の
活
動
を
頑
張

る
こ
と
で
恩
返
し
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。３
年
間
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本習字平舘教室

◎結成何年目？きっかけは？
　結成35年目です。自身の作品を芸術祭などに展
示した際、作品を見た知人から指導を頼まれたこ
とがきっかけで近所の子供たちを中心に自宅で教
室を開きました。
◎活動の内容は？

メンバー20人（２月１日現在）
代表：関山 幸子＝共新＝

　主に、（公財）日本習字教育財団の手本教材（学
年別、漢字、かな、ペン、臨書、くらしの書）を
使って練習しています。筆の調子や墨の具合を確
かめるために線を書
く練習から始まり、硬
筆、毛筆の順で取り組
んでいます。
◎活動の魅力は？
　小学3年生から70代
までの幅広い年代が在

籍しており、世代を超えた交流ができることが魅力
です。また、教材は毎月変わるので、飽きずに取
り組めますし、練習の成果が結果（段位）として確
実に現れるのも魅力の一つです。
◎活動の効果は？
　礼に始まって、礼に終わるという精神を大切に
し、自身の心や態度を見つめ直すのに適していま
す。また、墨の香りに包まれながらの活動なので、
リラックス効果や集中力の向上が期待できます。
◎今後の目標は？
　文字を書く楽しさを知ってもらえるようなイ
ベントを開いていきたいです。
◎活動日時・場所は？
　月曜日は午後5時から８時まで、火・金曜日
は午後４時から８時まで、日曜日は午前10時か
ら正午まで自宅で活動しています。会員を募集
していますので、興味のある人は気軽に連絡し
てください。
■問い合わせ先　関山幸子（☎74-2508）課題に取り組む中学生

川村スタジオを活用したプログ
ラミング教室の様子

ル
ワ
ン
ダ
選
手
団
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
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みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
7
１

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

全国高等学校スキー大会フォトスナップ第
7１
回

2月６日から10日まで本市で開かれた第71回全国高等学校スキー大会は、さまざまな
配慮や工夫を凝らし、感染症対策を徹底して無事に開催することができました。選手
や関係者、そして温かく迎えてくれた市民の皆さん、協力ありがとうございました。

　
最
近
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
）、
洗
濯
機（
衣
類
乾
燥
機
）の
家

電
４
品
目
を
自
力
で
解
体
し
、
燃
え
な
い

ご
み
と
し
て
集
積
所
へ
出
し
た
り
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
４
品
目
は
、
廃

棄
物
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
を
目
的

と
し
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

自
ら
解
体
す
る
行
為
は
違
法
で
す
の

で
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
４
品
目
は
解
体
せ
ず
に

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

大
量
に
生
じ
た
ご
み
な
ど

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

３
、４
月
は
、
新
生
活
の
開
始
に
伴
う

引
っ
越
し
で
、
ご
み
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
ご
み
の
種
類
や
処
分
方
法
を
確
認

し
正
し
く
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

引
っ
越
し
な
ど
に
伴
い
、
生
じ
た
粗
大

ご
み
や
大
量
に
発
生
し
た
ご
み
は
集
積

所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
直
接
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
す
る
か
、
市
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
各
戸
に
配
布
し
て
い

る「
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
・
分
け
方
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
日
頃
の
行
動
を
少

し
変
え
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
お
財
布
に
も
や
さ
し
い
の

で
、
身
近
な
こ
と
・
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

■
照
明
器
具

❶
使
用
し
て
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
消
し

ま
し
ょ
う
。

■
テ
レ
ビ

❶
外
出
・
就
寝
時
は
テ
レ
ビ
の
主
電
源
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

❷
画
面
の
明
る
さ
を
部
屋
の
明
る
さ
に
合

わ
せ
る
省
エ
ネ
モ
ー
ド
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
冷
蔵
庫

❶
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
ま

し
ょ
う
。

❷
庫
内
を
整
理
し
、
も
の
を
詰
め
込
み
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
洗
濯
機

❶
洗
濯
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、
ま
と
め

洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❷
洗
剤
を
多
く
使
用
し
て
も
洗
浄
力
は

上
が
り
ま
せ
ん
。
適
量
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

県内から12チームが参加し、真冬の
熱戦を満喫（２月５、６の両日、第
10回八幡平エンジョイ雪合戦大会）

東慈寺保育園の年長児16人が昨年
９月に定植したイチゴを収穫（１
月24日、サラダファーム食育体験）

２年ぶりに開催し、滑走と射撃の
腕を競う（１月22、23の両日、第31
回東日本バイアスロン選手権大会）

ルワンダ国旗の手ぶり旗を持つ平高生

友好願ってデザイン考案
平舘高がルワンダ・日本国交樹立60周年ロゴ製作

　ルワンダ・日本国交樹立60周年ロゴマーク製作に係
る表彰式は1月24日、駐日ルワンダ共和国大使館と平舘
高をオンラインで結び、3位までを表彰しました。
　同大使館が、平舘高にデザイン製作を依頼。1位に
選ばれた吉田鈴

り ん

さんは「互いの国旗に描かれる太陽を
一つにし、両国の平和と絆を願ったもの。選ばれてう
れしい」と微笑みました。ロゴマークは、60周年を記念
する文章を追加する以外には手直しをせず、ほぼその
ままのデザインでピンバッチやシールになるそうです。

吉田さん（中央）、２位の山口さん（右）、3位の遠藤さん

少し弾力のある重さ400㌘のボールを放る

狙いすました一投に歓声
室内ペタンクで大盛り上がり

　松尾コミュニティセンター（田村英典センター長）
は1月26日、同センター体育室でペタンク大会を開
き、松尾地区全域から10チーム33人が参加しました。
　ペタンクは、黄色の標的に向かって2チームで交
互にボールを投げ、どれだけ近づけるかを競うス
ポーツ。参加者は、投げた球の行く末に一喜一憂しな
がら競技を楽しみ、会心の一投に歓声を上げました。
　参加した菊池則

の り み ち

道さん＝南寄木＝は「休みながらの
プレーでも良い運動になる」と額の汗を拭いました。

鈴木真
ま さ し

司さん＝渋川開拓＝が県青
年農業士に認定（２月１日、サン
セール盛岡）

オンライン参加を含め約30人が聴講

資源を理解し地域活性化
地熱に根差したまちづくりを学ぶ

　地熱マスター講習会は2月11、23の両日、オンラ
インと市役所で開かれ、参加者は火山や地熱資源に
理解を深めました。
　2日間で全４コマの講習を実施し、1コマ目は県立
大学の渋谷晃太郎教授がSDGｓをテーマに講演。「環
境・経済・社会を総合的に考えてほしい」と呼び掛け
ました。参加した松浦清功さん＝堀切＝は「地熱に興
味があり参加した。地熱と共生していく方法など多く
のことを学ぶことができた」と感想を述べました。

熱い思いを北京へ届ける
田山小の児童らが雪だるまを作成

　田山地域振興協議会（野中政蔵会長）は2月1日、
市出身者４人が出場する北京五輪の機運醸成を願
い、田山グラウンド付近に雪だるまを作りました。
　全長3㍍を超える雪像の土台は、地元住民が作成。
田山小の1、2年生が手作りした手や足などのパー
ツを思いを込めながら飾り付けました。
　佐藤絢

あ や ね

心さん（2年）は「手を付けるところが楽し
かった。雪だるまを見た人たちが楽しい気持ちに
なってほしい」と笑みをこぼしました。 同様の雪だるまを田山地区５カ所に設置

JRC創設100周年県ポスターコン
クールで個人（嶺岸あお（左））、団
体で銀賞を受賞（２月２日、西根中）

富国生命淺野光政盛岡支社長（左）と佐々木孝弘市長

地域全体で見守り強化
民間事業者と協力し高齢者や子どもを見守る

　市と富国生命保険（相）、（有）松本新聞店、岩手日
報平舘センター、工藤新聞店、（有）NEWS西根営業
所の5事業者は2月9日、市役所で高齢者等見守り
ネットワーク事業協定を結びました。
　民間事業者と協力することで、高齢者などの異変
を早期発見し、適切な支援につなげます。
　松本新聞店代表取締役の松本光平さんは「事件、事
故の早期発見につなげ、安心して暮らせるまちづく
りのために協力していく」と意気込みを示しました。
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昭和60年生まれ。青森県弘前市出身。楽観
的な性格。尊敬する人は漆器製作の師、冨
士原文隆さん。鷲の尾酒造の吟醸生酒「竹
葉」を冷やで飲むのがお気に入り。趣味は
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ー
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年
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か
ら
販
売
し
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い
る「
伝
統
漆
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麗 

岩
手 
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の
し
る
ぬ
り

水
塗
万
年
筆
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漆
塗
り
を

手
掛
け
て
い
る
の
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漆
作
家
の
斎
藤

奈
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美
さ
ん
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し
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青
森
県
弘
前
市
に
生
ま
れ
、
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軽

塗
職
人
の
父
の
下
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
漆
器
に
囲
ま
れ
て
育
つ
。
当
時

は
乾
く
前
の
漆
の
独
特
な
匂
い
が
苦

手
で「
違
う
道
に
進
み
た
か
っ
た
」と

山
形
の
大
学
に
進
学
し
、
就
職
を
機

に
上
京
す
る
。
手
助
け
を
し
て
も

ら
っ
た
上
司
た
ち
の
30
・
40
歳
の
記

念
に
、
漆
製
の
ペ
ン
な
ど
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り
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探
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御
眼
鏡
に
か
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も
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巡
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ず
、
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協
し
た
物
を

贈
っ
て
は
後
悔
し
て
い
た
。
こ
の
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験
か
ら
、
器
以
外
の
漆
製
品
で
市
場

に
出
回
っ
て
い
る
種
類
の
少
な
さ
に

気
付
き
、
無
い
な
ら
自
分
で
作
ろ
う

と
一
念
発
起
。
東
京
で
の
仕
事
を
辞

め
、安
代
漆
工
技
術
セ
ン
タ
ー
を
卒
業

し
、
小
物
作
り
に
力
を
入
れ
始
め
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
は
、
盛
岡
市

で
開
い
た
販
売
会
。
一
人
の
少
女
が

漆
の
ペ
ン
を
手
に
取
り
、
好
き
な
歌

手
へ
の
贈
り
物
に
し
ま
す
と
笑
顔
で

買
っ
て
行
っ
た
。そ
の
笑
顔
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昔
の
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の
思
い
を
叶
え
る
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と
が
で
き

た
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が
し
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」と
心
に
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み
、今
も
物
作
り
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原

動
力
に
す
る
。

　

安
比
塗
の
堅け

ん
ろ
う牢
さ
を
生
か
し
つ

つ
、
透
き
通
る
よ
う
な
本
市
の
清
流

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
独
自
技
法「
樹
水

塗
」の
完
成
は
、手
に
取
っ
た
人
の
喜

ぶ
顔
を
願
っ
て
磨
き
続
け
た
技
術
の

成
果
。「
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
欲
し

い
・
人
に
贈
り
た
い
と
思
え
る
漆
製

品
を
作
り
続
け
た
い
」と
妥
協
し
な

い
物
作
り
を
誓
い
、
買
い
手
の
笑
顔

の
た
め
に
励
む
。

●104

独自の透かし技法「みずか
がみ」で磨き上げる樹水塗


